






研究目的 

未熟児の PDA の薬物学的閉鎖を目的として従来主として用いられてきたインドメサシソは,

重篤な副作用として腎機能抑制作用があり使用に際して厳重な注意が必要である。門間に

よる動物実験で明らかにされた様に,プロスタグランディン生成阻害剤の中でスリンダク

は腎機能障害が非常に少なく動物管収縮作用が十分に認められる。我我はスリンダクが腎

機能の未熟な未熟児の PDA に用いるのに最適な薬剤と考え,昨年度の研究で Preliminary 

Study を発表した。本年度は症例数を増してその効果をみた。 


